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高齢者の増加に伴い、町の高齢化率も着実に上昇しています。  
介護などのサービスが必要となった高齢者や障害者が、自宅に

閉じこもることなく、外に出てさまざまな活動を行うことは、認

知症予防や身体機能の維持に効果があり、健康づくりや介護予防

の観点から大変重要であると考えています。  
町では、健康で歩いて暮らせるまちづくりに取り組むとともに、

高齢者の日常生活の移動手段を確保するため｢ふれ愛タクシー｣を

運行していますが、今後、介護の必要な高齢者の増加が見込まれ

る中で、ふれ愛タクシーは自分で乗降できることが基本となるな

ど、課題もあると認識しています。  
そこで、本年度からスタートした町総合計画後期基本計画では、

移 動 困 難 者 に 対 す る 支 援 の 充 実 を 図 ることを基本方針のひとつに

位置づけており、障害者や要介護者が外出しやすい環境づくりを

支援しております。  
その一環として、重度心身障害者をはじめ、歩行など運動機能

が低下した移動困難者に対するきめ細かな支援を図るため、要 介

護 １ 以 上 の 認 定 を 受 け て い る 方が外出する際にタ ク シ ー を 利 用 し

た場 合、 料金 の ２分 の１ の額（上限１，０００円／１回、年間 

３０回）を助成する、新たな「福祉タクシー事業」を１０月１日

から実施します。  
  

報告１ 福祉タクシーの拡充について  
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•役場西庁舎あいあい
ルームに常駐し、保育
や教育に関する情報を
保護者の目線でわかり
やすく紹介するほか、
子育てに関する相談を
お受けしています。

子育てコンシェ
ルジュ

•子育ての手伝いをして
ほしい人と子育ての手
伝いをしたい人の双方
が会員となり、子ども
の預かりや送迎などを
有償で行う地域のサ
ポートシステムです。

ファミリーサポー
トセンター事業

•役場西庁舎あいあい
ルームと昭苑幼稚園内
で、子育て中の親とそ
の子どもが気軽につど
い、相互に交流できる
場を提供しています。

地域子育て支
援拠点事業

 

 

 
町では、これまで、安全で快適な保育・教育環境を整備するた

め、いち早く園舎や校舎等の耐震化、教室等へのエアコン設置や

太陽光発電施設の整備等を行ってきました。このような環境整備

に加え、子育て中のご家族を応援するため、次のような各種施策

にも取り組んでいますので、是非、多くの皆様に知っていただき、

ご利用いただきたいと思います。  

 

 

 

子子 育育 てて 中中 のの 保保 護護 者者 のの 皆皆 様様 のの 経経 済済 的的 負負 担担 軽軽 減減 をを 図図 りり まま すす   

◆中 学生 まで の 子ど もの 医療 費 の自 己負 担分 を 助成  

◆ 酒 々 井 小 学 校 に ス ク ー ル バ ス や 電 車 で 通 う 遠 距 離 通 学 の 児 童 の

通学 費用 を助 成 （今 年度 より ）  

◆第 ３子 以降 の 学校 給食 費の 無 償化 を実 施（ 今 年９ 月実 施予 定 ）  

 

この他にも、町では、妊娠から出産、子育てまで様々な施策に

よりご家族を応援しており、引き続き、町民の皆様のご協力をい

ただきながら、地域ぐるみによる子育て支援を行ってまいります。 
  

報告２ 子育て応援施策について  

こ う し た 子 育 て 支 援 の 取 組 み を 一 層 充 実 さ せ る た め 、 来 年 度 か ら の 供 用

開 始 を 目 指 し 、岩 橋 保 育 園 隣 接 地 に子育て支援施設を 新 た に 整 備 し ま す 。 
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国営印旛沼二期農業水利事業は、地域の用水需要等の変化に伴

う用水不足や、施設の老朽化に伴う機能低下などの問題の解消や

印旛沼の水質保全を図ることなどを目的として、平成２２年度か

ら国等により進められている事業です。  
 

 

 

 

 

 

 酒々井町に関連した事業では、宗吾北機場と宗吾西機場があり、

宗吾北機場は平成２９年４月に供用が開始されました。  
 この供用開始に伴い、地元が負担すべき機場の電力料金につい

て以下のとおりとすることが、５月２９日に開催された印旛沼地

区農業農村整備事業促進協議会総会において承認されました。  
 

 

 
なお、酒々井 町 の負 担割 合については、２０ ． ７１ ％となって

います。  
  

報告３ 国営印旛沼二期農業水利事業について  

【事 業 の進 捗 状 況 】 

関 係 市 町   酒 々井 町 、印 西 市 、成 田 市 、佐 倉 市 、八 千 代 市 、栄 町  

受 益 面 積   ５，００２ｈａ 

総 事 業 費   ３７７億 円  

事 業 期 間   平 成 ３７年 度 末 まで（施 設 の機 能 監 視 期 間 含 む） 

進 捗 率   ２０８億 ３百 万 円 （５５．２％）※平 成 ２８年 度 末 事 業 費 ベース  

機 場 流 域 面 積 の う ち  受 益 農 地 面 積 相 当 分 ・ ・ ・ 印 旛 沼 土 地 改 良 区  

〃      背 後 地 面 積 相 当 分・・・・関 係 市 町（ 面 積 按 分 ） 
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本年度のゴミゼロ運動につきましては、５月２８日に町民の皆

様方並びに各種団体のご協力をいただき、無事終了することがで

きました。  
当日は天候に恵まれて、５千人を超える多くの町民の参加をい

ただき、２１．４９トンのごみを収集することができましたこと

をこの場をお借りしまして厚くお礼申し上げます。  
今後も、町民の皆様のご協力をいただきながら、地域ぐるみの

環境美化活動を展開し、不法投棄のないきれいなまちづくりに努

めて参りますので、よろしくお願い申し上げます。  

報告４ 平成２９年度ごみゼロ運動について  


